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公益社団法人  滋賀県生活環境事業協会

第67号

平成２５年度定時総会を開催

　公益法人に移行して初めてとなる平成２５年度定時総会を、去る５月２８日（火）に守山市浮気町の
ライズヴィル都賀山において開催しました。　　　　　　　　　　　
　開会に先立ち、生活環境改善事業功労者知事表彰として当協
会の理事でおられる滋賀フジクリーン㈱の長谷川伸夫氏に対し
て堺井滋賀県琵琶湖環境部長様から表彰状が伝達されました。
　定時総会では、田中会長が「協会の事業を通じて快適な生活
環境と公衆衛生の向上に努め公益という名に恥じることのない
よう職員一同が全力を挙げて水質保全に精励する」と決意表明
の挨拶をしました。続いてご臨席を賜りました堺井琵琶湖環境
部長様から祝辞をいただきました。そして、全国浄化槽団体連合会長からのメッセージ、近畿各府
県の協会長からの祝電を披露したのち、議長に北川光明氏を選出して議事に入りました。
　北川議長は議事に入る前、「当協会は生活環境事業協会という公益法人であり、浄化槽だけでな
く新たな仕事が頂けるようお願いしたい。」と県当局に要望されました。

すべての議案が原案のとおり可決承認されました
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　議事は、まず平成２４年度事業報告、収支決算報告が承認され、平成２５年度事業計画、収支予算
を報告し了承されました。続いて、県当局の異動に伴い森尚一県琵琶湖環境部循環社会推進課長及
び小嶋裕司県土木交通部建築課建築指導室長が特別会員並びに理事として承認されました。
　また、今年は任期満了に伴う役員改選にあたり、理事１３名監事２名が新役員として選任されま
した。
　なお、当日の定時総会出席者は８５名（委任状によるものを含む。）でした。

　総会終了後に開催された第２回理事会において、田中会長の再任が決定され、副会長、常務理事
ならびに各委員会正副委員長についても、４頁のとおり決定されました。

　本日の平成２５年度公益社団法人滋賀県生活環境事業協会通常総会の開催にあたりまして、ひとこと
お祝い申しあげます。
　平素は本県の環境行政、とりわけ浄化槽行政の推進につきまして格別のご理解、ご協力をいただい
ておりますことに厚くお礼申しあげます。
　貴協会におかれましては、浄化槽法に基づく指定検査機関として、法定検査の実施をはじめ、浄化
槽の適正な維持管理の必要性について広く県民に周知いただくなど、琵琶湖をはじめとする公共用水
域の保全や県民の皆様の生活環境の向上にきわめて重要な役割を担っていただいておりますことに、
心から感謝申し上げます。
　さて、本県は、近畿１,４５０万人の貴重な水源である琵琶湖を抱えることから、琵琶湖の水質保全を図
るため、地域の実情に合った生活排水対策を積極的に推進してきたところであり、平成２３年度末の汚
水処理人口普及率は９８.２％で全国第３位と、全国平均を大きく上回っているところです。
　浄化槽は、環境保全上健全な水環境の構築に大きく寄与するものですが、下水道と異なり、長い管
渠や終末処理場が不要なため、地域によっては経済的であり、また浄化槽そのものが１つの処理シス
テムとして完結しているため、災害発生時においても１か所の被害が周辺に影響せず、修復が比較的
容易であることなど、優れた機能を持っています。
　このような浄化槽の機能を発揮するためには、保守点検、清掃、法定検査の実施など、日頃から適
切に維持管理されていることが前提となります。
平成１８年２月の浄化槽法の改正において、浄化槽の放流水質の信頼性を確保するため、法定検査を受
検しない浄化槽管理者に対する指導・助言、勧告および命令といった規定が設けられ、厳しく対応す
ることが求められたところであります。
　このことから、本県では浄化槽の法定検査の受検率向上および維持管理の徹底を図るため、平成２１
年４月１日から、１０人槽以下の浄化槽を対象に、効率化検査を導入してきたところでございます。
　これにより受検率については、速報値ではございますが平成２４年度には３３.８％と向上し、全国平均
を僅かに上回りましたが、依然として低い状況にあります。今後さらに県、市町、貴協会、関係事業
者が一丸となって受検率の向上に努めていく必要があると考えております。効率化検査方式は、皆様
のご協力が不可欠となりますことから、今後ともご協力賜りますようお願いします。
　また、下水道の整備が進み、浄化槽の設置基数が減少しており、浄化槽関係業界を取り巻く状況は
厳しさを増していると伺っております。
　こうしたことから、県といたしましては、貴協会の円滑な事業運営を支援するため、人件費の補助
や啓発事業、効率化検査の精度を確保するための補助などを行うこととしておりますので、貴協会に
おかれましても、厳しい経営環境の中、これまで以上に法定検査の件数の増加に努めるなど、一層の
経営努力を進めていただくようお願いいたします。
　最後になりますが、貴協会のますますのご発展と会員の皆さんのご健勝を祈念いたしまして、平成２
５年度通常総会のお祝いの言葉といたします。

祝　　辞

滋賀県琵琶湖環境部長 堺　井　　　拡
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　滋賀県生活環境事業協会の会員の皆様方には、日々たいへんお忙しい中、平成２５年度の定時総会にご
出席いただき誠にありがとうございます。
　また、県のほうからは　堺井琵琶湖環境部長さまをはじめ、浄化槽行政を所管いただいている皆様に
もご臨席を賜り、ありがとうございます。
　この一年、当協会の法定検査をはじめとする各種事業ならびに法人運営に対しまして、皆様には多大
のご理解とご協力を賜ってまいりましたこと、心よりお礼を申し上げます。
　さて昨今は、いわゆるアベノミクスによる経済効果、円安株高の基調が続いておりまして、少々の乱
高下をしながらも、なんとなく以前よりは日本全体が元気になってきたようにも見える気がいたします。
しかしこれが果たして、我が国の実体経済に具体的な成果として姿を表してくれるのか、あるいはまぼ
ろしに終わってしまうのか、まだまだ不透明感が否めないところでもあります。
　私ども滋賀の浄化槽業界は、この十数年間のめざましい下水道整備の中でたいへんな苦戦を強いられ
てまいりました。過去には年に４千、５千とあった新規の浄化槽設置基数は昨年度は４００を切り、保守点
検の契約数も年々減少するばかりで厳しい経営環境にございます
　そうした中、滋賀県の汚水処理の人口普及率が９８.２％まで達しました。東京都が９９.５％で１位、次い
で兵庫県が９８.３％、３位が滋賀県であります。一方では、徳島県が５１％、和歌山県は５３％と、まだま
だこれから整備の山場を迎えてくる地域がございます。
　我々滋賀県では人口１４０万人のうち１２０万人にまで下水道管が届きました。一方の浄化槽は、最も基
数が多かった平成１２年の６万８千基、それから干支が一巡した昨年３月末には３万９千基、さらに一日一
日と減り続けています。
　とは云え、単独処理と合併処理を合わせた滋賀の浄化槽人口は今なお２０万人に及んでおり、いわゆる
汲み取り人口も７～８万人ほどあり、当協会の会員企業、現在１１５社が力を合わせながら浄化槽の仕事
を核にして、滋賀の水環境、公衆衛生の向上の一翼を担っているわけであります。
　その立場から見まして昨今、浄化槽をめぐって当面の課題が二つあるように考えます。
　一つは、滋賀県内未だ未整備のまま残された地域への対応。県全体の仕上げの極面を迎え、それこそ
迅速に対処しなければ県民等しく快適な暮らしにはなりません。未整備で残されたのは、とびとびに点
在する集落、いわゆる中山間地であり、高齢化や人口減少に加えて、肝心の財源、財政の問題からして、
これまでのような下水道一本槍ではうまく仕上げていくことはできません。そこで、浄化槽、早く整備
でき財政面からも応えうる浄化槽の出番なのであります。市町の行政と地域の方々が将来を考えてよく
話し合っていただいて、浄化槽でいこう、浄化槽の整備区域としてきっちり線引きもしていこう、そう
いう決断が今こそ求められているように思います。
　二つ目は、今なお県内１万７千基を数える単独処理浄化槽の問題です。単独槽の合併転換への誘導策。
かけがえのない琵琶湖の水環境を守るために、どう具体策を組み立てるのか、たいへん難しい課題であ
ります。
　これら二つの課題に即して、我々浄化槽業界に活躍の場をいただけるより良い方策を早く打ち出して
いただきたい、国や県、さらに市町行政の皆様方に対して強く願うものであります。
　そうした中、当協会の主たる業務である平成２４年度の浄化槽の法定検査は、７条検査が３１５件、１１条
検査が１３,７８３件となりました。１１条の受検率は３３.８％とまだまだ伸び悩んでおりますが、効率化検査
では会員企業２０社の皆さんに大変お世話になりました。会員各位には、さらなる拡がりをお願いするも
のであります。
　合わせて未だに検査を拒否され未検査のままの浄化槽、また保守点検・清掃がされないまま使われて
いるいわゆる無管理の浄化槽が随所にあり、さらなる適正管理について協会や業界の努力が求められて
います。そうした努力と合わせて、未受検者への督促や維持管理の指導、法定検査で「不適正判定」さ
れた浄化槽の改善、これらいずれも県と市町による強い行政措置により解決すべき問題でございます。
さらに近年、特にうどんやラーメンなどの飲食店において、浄化槽にかなりの負荷があるもかかわらず、

　公益社団法人　滋賀県生活環境事業協会

会　長 田　中　洋　一

浄化槽業界に活躍の場を〈定時総会あいさつ〉
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小さめの浄化槽が建築確認で許されて設置され、その結果かなりひどい水が排出されているという問題
が出ております。これらそれぞれの問題を解決すべく、県と各市町の強力なる対処をこの機会に強くお
願いするものであります。
　さて、当協会はこの４月から「公益社団法人」としてスタートいたしました。これもひとえに設立以
来永きにわたってお支えいただきました関係各位のご支援ご協力の賜と心から感謝申し上げます。
　これを契機として、これまで以上に当法人の社会的責任と役割を果たすべく、協会の事業を通じて快
適な生活環境と公衆衛生の向上に一層努めますとともに、公益という名に恥じないよう協会職員一同全
力を挙げまして滋賀県の公共用水域の水質保全に微力ながら精励する所存でございます。
　今後ともこれまでどおり皆様のご支援ご協力をお願いいたしますとともに、皆様方のますますのご活
躍とご発展を心から祈念いたしまして、ごあいさつといたします。
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〈理事会の様子〉



　平成２５年７月２２日 会　　　　報 　第６７号（５）　

6月19日、全浄連の定時総会が開催されました
　去る６月１９日（水）に一般社団法人へ移行後初めてとなる第１回定時総会が東京會舘で開催され

ました。平成２４年度事業報告・決算や平成２５年度事業計画・収支予算が承認されるとともに、浄

化槽整備区域の拡大とこれに伴う予算措置、既設単独処理浄化槽の合併への転換促進のための法

的整備と公費負担制度の創設等、浄化槽設置家庭の維持管理費に対する公的助成措置の創設、国

庫助成率の１／２への引上げ　などを内容とする活動スローガンや浄化槽整備事業の推進に関す

る総会決議が承認されました。

　また、浄化槽機能保証制度規約改正案が承認され、平成２５年１０月１日以降に登録された浄化槽

はその保証期間が使用開始の日から１０年（従前は５年）とされました。

全浄連近畿支部会及び「第1回指定検査機関会議」が開催されました

　去る４月１５日（月）にメルパルク京都において全浄連近畿支部会が開催されました。会議では、①

支部規約の改正について②指定検査機関会議の開催について③機能保証制度規約の改正について

などが議題として協議されました。また、その決定を受けて６月２５日（火）に京都水道会館に於い

て、近畿の指定検査機関７機関が集まって第１回指定検査機関会議が開催されました。この会議

は、指定検査機関相互の運営や情報交換等に係る事項を協議するものです。今後は各検査機関の

懸案事項や検査状況などのテーマについて情報交換しながら協議することとなりました。

▲ 総会の様子 ▲ 石原環境大臣あいさつ
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17名が指定採水員指定講習会を修了しました

　効率化１１条検査の一次検査業務を行う指定採
水員の指定を受けるための指定講習会を去る２／
１８、３／６の両日に開催しました。講習会には新
たに指定を受けようとする７名をはじめ合わせ
て１７名が講習を修了しました。本年６月末現在
で合わせて１２８名の採水員が指定を受け、日々業
務を行っておられます。

浄化槽関係市町担当者研修会に22名が参加

　去る６月２６日（水）、２８日（金）の両日に、県内１９市町で日頃浄化槽関係事務を行う担当者を対
象に開催しました。当日は①滋賀県の生活排水処理の状況及び浄化槽法の概要②浄化槽の基礎知
識③法定検査と維持管理④効率化１１条検査について研修しました。

〈6月26日　大津会場〉 〈6月28日　彦根会場〉

試験期日　平成２５年１０月２７日（日）（試験時間は、受験票送付の際に案内される。）
試 験 地　宮城県、東京都、愛知県、大阪府及び福岡県
試験科目（１）浄化槽概論　　　　　　　　　（５）浄化槽の点検、調整及び修理
　　　　（２）浄化槽行政　　　　　　　　　（６）水質管理
　　　　（３）浄化槽の構造及び機能　　　　（７）浄化槽の清掃概論
　　　　（４）浄化槽工事概論
受験資格　学歴、実務経験等は一切問わない。
受験申請書等の受付期間及び提出場所

　　　　　・平成２５年７月１日（月）から８月５日（月）まで
　　　　　　（郵送の場合は、８月５日（月）までの消印のあるものに限る。）
　　　　　・公益財団法人日本環境整備教育センターへ提出。
受験手数料　２０，２００円
受験申請書の入手先及び問合せ先

　　　　　　公益財団法人日本環境整備教育センター　国家試験　係
　　　　　　〒１３０─００２４　東京都墨田区菊川２丁目２３─３
　　　　　　　　　　　　　電話　０３─３６３５─４８８１

浄化槽管理士試験が実施されます



　平成２５年７月２２日 会　　　　報 　第６７号（７）　

平成25年度の各種講習会のご案内
　講習会の概要は次のとおりですが、開催会場など詳しくは公益財団法人日本環境整備教育セン
ターまでお問い合わせください。
　　問い合わせ先　　公益財団法人　日本環境整備教育センター
　　　　　　　　　　〒１３０─００２４　東京都墨田区菊川２─２３─３
　　　　　　　　　　☎０３─３６３５─４８８０　　ホームページ　ｈｔｔｐ: //ｗｗｗ.ｊｅｃｅｓ.ｏｒ.ｊｐ

浄化槽管理士講習
講習時間：８０時間（１３日間）最終日に全教科目全般にわたって考査が行われる。
受講資格：学歴、実務経験等の資格要件は特になし。
受 講 料：１２９,７００円（浄化槽設備士資格取得者で受講一部免除を選択する方は１２０,２００円）

平成２５年９月２日（月）～９月１４日（土）

平成２５年１１月２５日（月）～１２月７日（土）

平成２６年１月２７日（月）～２月８日（土）

平成２６年３月１０日（月）～３月２２日（土）

平成２６年１月２０日（月）～２月１日（土）

平成２５年９月９日（月）～９月２１日（土）

平成２５年１１月１１日（月）～１１月２３日（土）

平成２５年１１月１８日（月）～１１月３０日（土）

平成２５年９月２４日（火）～１０月６日（日）

平成２６年２月１７日（月）～３月１日（土）

平成２５年８月２６日（月）～９月７日（土）

会場

東　京

北海道

新　潟

講 習 期 間 会場

愛　知

大　阪

福　岡

熊　本

講 習 期 間

浄化槽設備士講習
講習時間：３７時間（５日間）最終日に全教科目にわたって効果評定が行われる。
受講資格：１級又は２級管工事施工管理技士の資格を有するもの。
受 講 料：８６,７００円（浄化槽管理士資格取得者で受講一部免除を選択する方は８１,７００円）

平成２５年１２月１６日（月）～１２月２０日（金）

平成２５年９月９日（月）～９月１３日（金）

平成２６年１月２０日（月）～１月２４日（金）

平成２５年１１月２５日（月）～１１月２９日（金）

会場

東　京

愛　知

講 習 期 間 会場

香　川

福　岡

講 習 期 間

浄化槽技術管理者講習
講習時間：２０時間（３日間）最終日に考査が行われる。
受講資格：浄化槽管理士であること。
受 講 料：４９,０００円

その他の講習会
　〇浄化槽清掃技術者講習
　〇コンパクト型浄化槽の保守点検の実務に関する講習
　〇浄化槽施工管理技術講習
　〇浄化槽清掃実務者講習
　〇コンパクト型浄化槽の清掃の実務に関する講習

平成２５年８月２８日（水）～８月３０日（金）

平成２５年１１月６日（水）～１１月８日（金）

平成２６年３月４日（火）～３月６日（木）

平成２５年１２月１１日（水）～１２月１３日（金）

平成２５年９月１８日（水）～９月２０日（金）

平成２６年１月２９日（水）～１月３１日（金）

会場

東　京

講 習 期 間 会場

宮　城

大　阪

福　岡

講 習 期 間
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　環境省は平成２５年度における２次内示を公表しました。滋賀県の関係で浄化槽設置整備事業に
係る規模は１,５９０基で、今回の内示額は１８４,８７１千円です。関係市町の内示額は以下のとおりです。

　平成２３年度末における汚水処理人口普及率は全国で８７.６％、滋賀県は９８.２％です。

　浄化槽管理者の義務である保守点検・清掃の実施や法
定検査受検の啓発チラシを浄化槽管理者へ配布します。
保守点検、清掃業を行う会員企業の協力をお願いするこ
とになりますので、よろしくお願いいたします。

事業主体
高島市
近江八幡市
長浜市
米原市
大津市
草津市

地域計画期間
Ｈ２４～２８
Ｈ１９～２５
Ｈ２１～２６
Ｈ２１～２６
Ｈ２２～２８
Ｈ２２～２７

規模 
１０８基
５６３基
４５基
６基

３９２基
２基

規模 
１２基
２８０基
５４基
１６基
９２基
２０基

５,１７０千円
※１５,２５０千円

４８２千円
８６千円

※３８,５１６千円
※２,０８６千円

今回内示額
※６２９千円
３,２７７千円
１,０１５千円
６１７千円
９４４千円
２９２千円

今回内示額地域計画期間
Ｈ２２～２７
Ｈ２３～２９
Ｈ２３～２９
Ｈ２３～２７
Ｈ２４～２８
Ｈ２３～３２

事業主体
野洲市
彦根市
多賀町
守山市
東近江市
日野町

循環型社会形成推進交付金の第2次内示が公表されました

浄化槽管理者へチラシを配布浄化槽管理者へチラシを配布

汚水処理人口普及状況

※印は、他施設を含む金額。

下 水 道

浄 化 槽

農業・林業集落排水等

コミュニティ・プラント等

合 　 　 計

９,１０４

１,０５９

３４４

２５

１０,５３１

７５.１％

８.７％

２.８％

０.２％

８６.９％

処理人口（万人）汚水処理人口普及率

平成２２年度末
（総人口　１２,１２３万人）事 業 種 別

事 業 種 別

９,３５５　

１,０７９　

３５０　

２６　

１０,８１１　

７５.８％

８.７％

２.８％

０.２％

８７.６％

処理人口（万人）汚水処理人口普及率

平成２３年度末
（総人口　１２,３３５万人）

下 水 道

浄 化 槽

農業・林業集落排水等

合 　 　 計

１,１９３,７４３　

５９,０１１　

１０８,７３５　

１,３６１,４８９　

８５.８％

４.２％

７.８％

９７.８％

処理人口（人） 汚水処理人口普及率

平成２２年度末
（住民基本台帳人口 １,３９０,９２７人）

１,２０４,８２１

５８,０９３

１０５,７８６

１,３６８,７００

８６.４％

４.２％

７.６％

９８.２％

処理人口（人） 汚水処理人口普及率

平成２３年度末
（住民基本台帳人口１,３９４,４７２人）

１,２７６,５７５

３７,８１９

７５,８０６

１,３９０,２００

９１.８％

２.７％

５.５％

１００％

処理人口（人） 汚水処理人口普及率

平成３２年度（目標）
（住民基本台帳人口１,３９０,２００人）

【全国】

【滋賀県】

注）２２年度末は岩手県、宮城県、福島県の３県において、
　　また２３年度末は岩手県、福島県の２県において公表対象外。

※平成２３年度の目標値は『滋賀県汚水処理施設整備構想２０１０』より
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　平成２３年度末の浄化槽設置基数は、県全体で３９，７１２基で、前年度（４０，７４５基）より１，０３３基減少しています。
　また、平成２４年度に実施した１１条検査の市町別内訳は以下のとおりです。 
　なお、検査率は平成２２年度末の公表された設置基数を分母にして算出しています。

滋賀県内の浄化槽設置基数の推移

単　独 合　併
通常検査 受検率 受検率 受検率効率化検査

１０人以下 １１人以上
計

計

計

彦 根 市

甲 賀 市

大 津 市

東 近 江 市

湖 南 市

近江八幡市

高 島 市

長 浜 市

米 原 市

日 野 町

草 津 市

愛 荘 町

守 山 市

竜 王 町

栗 東 市

多 賀 町

野 洲 市

甲 良 町

豊 郷 町

　 計 　

4,327 

1,844 

2,630 

845 

2,334 

712 

608 

1,239 

660 

322 

434 

328 

360 

173 

238 

85 

140 

122 

115 

17,516 

3,040 

3,015 

1,975 

3,503 

1,608 

2,959 

2,287 

710 

731 

642 

465 

238 

162 

319 

190 

161 

72 

67 

52 

22,196 

7,367 

4,859 

4,605 

4,348 

3,942 

3,671 

2,895 

1,949 

1,391 

964 

899 

566 

522 

492 

428 

246 

212 

189 

167 

39,712 

118 

93 

178 

989 

23 

1,158 

86 

79 

26 

231 

23 

12 

3 

124 

27 

99 

8 

10 

3 

3,290 

279 

2,910 

1,100 

37 

619 

0 

448 

0 

104 

0 

265 

58 

272 

1 

272 

19 

56 

33 

12 

6,485 

397 

3,003 

1,278 

1,026 

642 

1,158 

534 

79 

130 

231 

288 

70 

275 

125 

299 

118 

64 

43 

15 

9,775 

6.6%

85.0%

32.2%

27.9%

21.7%

37.2%

20.6%

5.1%

10.9%

24.7%

32.2%

16.9%

76.4%

34.7%

65.4%

65.6%

42.4%

22.1%

10.1%

30.0%

707 

548 

268 

319 

252 

394 

211 

332 

132 

121 

146 

81 

84 

149 

143 

51 

42 

16 

12 

4,008 

47.0%

64.9%

38.5%

40.0%

22.1%

72.4%

56.0%

58.6%

53.0%

67.2%

50.2%

48.5%

28.7%

90.9%

104.4%

79.7%

70.0%

94.1%

46.2%

49.4%

1,104 

3,551 

1,546 

1,345 

894 

1,552 

745 

411 

262 

352 

434 

151 

359 

274 

442 

169 

106 

59 

27 

13,783 

14.8%

81.1%

33.2%

30.1%

21.8%

42.4%

25.1%

19.5%

18.1%

31.5%

36.6%

26.0%

55.0%

52.3%

74.4%

69.3%

50.2%

27.8%

15.5%

33.8%

（単位：基）

（単位：基）





市町別浄化槽設置基数及び平成24年度11条検査実施状況




単独処理浄化槽

合併処理浄化槽

合　　計

42,488 

25,657 

68,145 

37,795 

26,804 

64,599 

33,660 

26,768 

60,428 

33,070 

27,902 

60,972 

31,246 

27,330 

58,576 

29,598 

26,506 

56,104 

26,508 

25,543 

52,051 

24,325 

24,750 

49,075 

23,971 

24,156 

48,127 

19,403 

22,659 

42,062 

18,347 

22,398 

40,745 

17,516 

22,196 

39,712 

設置基数（Ｈ２３年度末） 検査実施基数（Ｈ２４年度）

注）１０人以下の通常検査は、協会が直接検査したもの。
　　効率化基本検査は効率化検査に含む。

年度 １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３
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滋賀県知事指定検査機関

公益社団法人　滋賀県生活環境事業協会

ＴＥＬ　077-554-9271
　　　　　　554-9272
ＦＡＸ　077-554-9293

〒５２０-３０１５
栗東市安養寺７丁目１番２５号
ウィンドワードＴビル３Ｆ

協会事務所のお盆休暇のお知らせ協会事務所のお盆休暇のお知らせ
8月14日（水）～16日（金）の 3日間お盆休暇とさせていただきます。
ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いいたします。

第27回
全国浄化槽技術研究集会が
10月9～10日に宮崎で開催
されます

　公益財団法人日本環境整備教育センターでは、
「浄化槽の日」の関連行事の一環として「全国
浄化槽技術研究集会」を開催しています。

〈事務所全景〉

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz
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